
日本冷蔵倉庫協会は第52回定時総会を都内で

２日開催した。任期満了に伴う役員の改選を行

い、浜田晋吾会長（ニッスイ会長）に代わり、

ニチレイの大櫛顕也社長が会長に就任した。
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「いずれも業界にとって大きなマイナス要因。

冷蔵物流業界の要は冷蔵倉庫。設備更新や老朽

化に伴う建て替えなどが求められる中、事業継

続に向けてこれらが大きな問題となっている。

国民の食生活の安定を保つために、協会として

一つひとつ課題に挑戦し、解決していきたい。

物流業界の仕事は初めてだが、皆さんの知恵を

お借りしながら業界の発展に尽力したい」と力

強く語った。

浜田前会長は退任にあたり「この２年間、冷

蔵物流倉庫業界の注目が集まる中、緊張感を持

って取り組んできた。各委員の皆さんが一生懸

命に議論する姿を見て、まだまだこの業界が発

展していく可能性を感じた。今後は荷主の立場

として冷蔵倉庫・物流業界のために尽力したい。

荷主側にもまだ課題はあると思うので、冷蔵倉

庫業界の皆さんと一緒に解決できるよう努力し

ていきたい」とあいさつした。

役員の改選では、新任副会長に東洋水産の福

田肇冷蔵部長、マルスイ冷蔵の髙田直幸社長が

就任した。そのほか、梅澤一彦ニチレイロジグ

ループ本社社長、小門賢一マルハニチロ物流社

長、新藤哲也日水物流社長、武田信一郎東京水

産ターミナル社長、田中一範田中倉庫運輸社長、

中井宏寳船冷藏社長、古瀬健児横浜冷凍社長が

副会長に重任した。

総会後の懇親会には会員企業、賛助会員のほ

か、国土交通省幹部や関連事業者など約300名が

出席した。

魚食文化存続に警鐘、シェフらが提言

小泉大臣に資源調査予算の拡充求める……２

大都３月期、水産卸堅調で過去最高益………２

ＵＤＦ、昨年は数量・金額ともに増加………３

ハチカン社長に瀬々副社長……………………３

４月の冷蔵倉庫、水産物の入庫22％増………４

日冷倉協会長にニチレイの大櫛社長
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握手を交わす大櫛新会長（左）

と浜田前会長


